












（３）　エイズ対策

○H I V　/　A I D Sの世界的流行状況
（H26年末の推計）

3,690万人

○H I V感染者及びA I D S患者の累積報告状況
（Ｈ27年末
　 凝固因子製剤による感染者を除く）

日本 件
高知 件

検査・相談件数（保健所実施分）
年度 S H

62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
検査 236 71 41 27 80 513 554 425 328 288 244 232 228 346 253 276 387 411
件数 (121) (163) (303) (218) (238) (349) (360)
相談 487 84 56 43 142 290 392 367 412 545 496 232 232 286 377 379 393 521
件数 (121) (121) (247) (337) (330) (330) (455)

年度 Ｈ 　 ※（）内は内高知市分
17 18 19 22 23 24 25 26 27

検査 560 634 790 892 613 574 555 533 546 441 357
件数 (502) (567) (698) (753) (514) (504) (486) (463) (464) (368) (306)
相談 130 162 111 241 133 115 100 143 133 105 78
件数 (90) (125) (85) (151) (87) (88) (72) (79) (103) (61) (46)

25,995
59

20 21

　2015年は、新規ＨＩＶ感染者報告数は、1,006件、新規AIDS患者報告数は、428件と年間1,450件程度

　感染経路で多数を占めるのは、日本国籍男性の同性間性的接触であり、2010年以降横ばいが続いている。

　高知県では、各福祉保健所を中心にA I D Sを含む性感染症の予防啓発の強化や電話、来所相談の
実施、H I V抗体検査、クラミジア・トラコマチス抗体検査（いずれも無料、匿名）の実施等の予防対策事
業を展開している。

の新規報告があり、ともに前年より減少しているが、新規ＡＩＤS患者報告数が約3割を占める状況が続い

　新規HIＶ感染者報告数は、2008年以降、増加傾向から横ばいに転じており、新規ＡＩＤS患者報告数は、
日本国籍男性を中心に増加傾向から横ばいとなりつつある。

ている。
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ＨＩＶ感染者・エイズ患者報告数の動向 

HIV感染者 

AIDS患者 
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